
平成２０年第７回（１２月）定例会　一般質問通告表
	順
	質　　問　　事　　項
	質 問 者

	１
	１　地産地消による地域経済の活性化について
○　農業振興について
①　給食用食材の地産率について

②　流通システムについて

２　行財政改革について
⑴　事務事業の見直しについて
⑵　普通財産の処分について
⑶　借地について
⑷　本庁と議会について
⑸　職員定数管理について

⑹　組織と人事について

３　経済対策について
⑴　調達品・工事等の発注について

⑵　制度融資について

４　米の戦略的販売について
	金光英晴

	２
	１　航空路と広域交通の問題点
⑴　羽田乗り入れを目指し県が立ち上げた検討委員会と県の思惑

⑵　知事発言「事業採算が難しければ県が航空会社設立」の意味

⑶　路線バス活用対策と問題点（福祉バスと病院バスの扱い）

⑷　佐渡市の「佐渡汽船への出資と発言力」とは、具体的に何を意味するものなのか

２　学校給食の問題点と地産地消

⑴　自校方式、センター方式それぞれの児童生徒の数

⑵　小中学校の月平均の給食費と給食実施日数

⑶　１食当たりの平均金額（算出の方法と内訳を含む）
⑷　給食費の扱いは私費と理解しているが、徴収と管理の方法

⑸　「財団法人新潟県学校給食会」は教育委員会の上部団体か、一納入業者か
⑹　米飯給食費補助167万５千円の対象となる量と補助の仕組み、補助金の支払方法と支払先
⑺　幼稚園の給食費は私費として保護者負担なのか。米飯給食補助はあるのか。１食当たりの単価と食材の購入方法
⑻　保育園児の給食費は保育料に含まれていると報告を受けているが、１食当たりの単価と賄い材料の購入方法と米飯給食補助の有無

⑼　保育園・病院・福祉施設での佐渡米の購入先とキロ当たりの購入単価

⑽　各学校給食会計（預かり金）について佐渡市監査委員の会計監査を実施しているか

⑾　給食費の未納実態とその対応及び処理方法

３　佐渡医療圏の問題点

⑴　厚生連佐渡総合病院改築に対する佐渡市の基本姿勢
	祝　優雄

	２
	⑵　佐渡医療圏に県の果たすべき責任と佐渡市の対応

⑶　現在、佐渡医療圏に何人の研修医が研修しているのか
	祝　優雄

	３
	１　地域格差について
２　佐渡空港について

⑴　新航空会社の就航時期について

⑵　地権者との交渉の見込みについて

３　佐渡厚生連病院改築について

⑴　財政支援要請書に対する方針について（新年度予算編成に向けて）
⑵　県に対する支援要請について

４　公共工事等激減による緊急経済対策について

⑴　公共工事の早期発注及び前倒しについて
⑵　公共工事の代金を担保に融資する制度の導入について
５　除雪委託の基本待機料制度について
６　合特債利用の今後の建設計画について

７　畑野地区の地熱開発促進調査について

８　指定管理料の定め方について

⑴　松泉閣及び新穂潟上温泉について
⑵　両津デイサービスセンターかんぞうについて
⑶　今後の指定管理者制度について
９　施設の存続について
⑴　いこいの村佐渡について
⑵　こがね荘について
	根岸勇雄

	４
	１　文化功労者に選ばれた東京大学副学長浅島誠氏を佐渡市として顕彰する考えはないか
２　市道の維持管理の現状と今後の対応策

⑴　日常の維持管理保守について

⑵　センターラインの引き直しが必要な路線について
⑶　劣化した舗装路面の早期補修について

３　市内民間給与の調査結果の活用

⑴　この調査の目的は何か

⑵　調査結果を市長はどのように感じているか

⑶　調査結果を市職員の給与制度に反映させるのか

４　市債権の回収策として債権管理条例を提案する考えはないか（９月定例会における近藤議員の一般質問に対する市長答弁に関連して）
⑴　具体的な専任体制の陣容、取扱い範囲を問う

⑵　滞納事務処理をする職員の研修等はどのようになっているか

⑶　市税滞納額の削減目標達成に向けた「市税滞納削減行動計画」を樹立し、市民に公表する考えはあるか

⑷　先進自治体の例を参考にして、市税、公課及びその他の債権の回収を推進するため、債権管理条例を制定する考えはあるか
	臼杵克身

	５
	１　佐渡島の呼称問題

⑴　今後どうするのか。広く市民の声を聞くのか。放置して「さどしま」を浸透させるのか
⑵　「佐渡島環境大全」「トキ放鳥の島」「世界文化遺産候補の島」等の表現に問題がある
⑶　教育委員会は佐渡が島の「が」「ケ」を差別用語と意識しているのか
２　市報さど11月「ゆめ夢飛行」より

⑴　植樹祭運動

①　活動を継続させて本物にせよ（継続努力をしているか）

②　子供たちの活動は教育の一環として継続しているのか

⑵　外海府の巨大杉
・　問題多発。市として今後の対応策は

３　畜産振興

⑴　佐渡の畜産業の現状と今後の方針は

⑵　具体的増頭支援策はあるのか

⑶　耕作放棄地及び減反田を有効利用し環境保全･循環型農業へ結び付けるべき

⑷　若手獣医師の新採用が必要。奨学金制度は。堀口基金の活用は

４　どうする佐渡の医療

⑴　佐渡市の医療政策について（病院改革は島内完結型高度医療確立と財政逼迫の両面からの緊急課題）

⑵　公立病院改革ガイドラインに沿った立て直し計画について

⑶　市民病院の運営形態変更へ市民の理解を求めるとき

⑷　新総合病院建設への支援内容について

⑸　休日診療所を民間病院へ移譲すべき
	村川四郎

	６
	１　福祉バスの休止と路線バスを使った社会実験について

○　準備と事前調査について (利用者の要望をどのように取り入れたのか) 
２　自衛隊レーダー基地について

○　レーダー建設に伴う環境問題等についてどのように解決したのか

３　地域経済･中小企業対策について

⑴　小規模工事登録制度について

⑵　住宅リフォーム助成制度について

⑶　信用保証料の助成について
⑷　消費税の増税について
	中村良夫

	７
	１　往来の賑わいを取り戻すには

⑴　空･海･陸の交通体系の再構築が必要ではないか

①　空

羽田直行便の可能性について2010年に向けた取組み状況と予定

②　海

ｱ)　「新潟→両津」航路に観光船の就航を(旅を楽しんでもらう船内イベントや周遊航路の企画と補助)
ｲ)　午後９時台最終便の年間確保を(泊抜き帰島者への割引)
	田中文夫

	７
	③　陸

デマンド交通の構築と路線バス活性化策について
ｱ)　通勤者（市職員）ノーカーデイ実施
ｲ)　高齢者向けニーズ喚起策（免許更新時ＰＲ・返上者への恩典）

ｳ)　飲酒者用ナイトラインの確保

⑵　市民全員が勧誘員という制度はどうか（提案）。島外の人を招いて自宅に宿泊させた場合「もてなし券＝地産品購入券」を発行（確認は乗船券と名簿（ＰＲ等活用のためにも）を提出）
⑶　滞在型宿泊者への「公の施設」開放の状況は

①　２泊以上の利用状況（目的と泊数別人数）

②　設置目的あるいは所管縦割りの弊害はないか

③　指定管理者の知恵と経営ノウハウは有効と判断しているか

⑷　Ｕ＆Ｉターン者勧誘策の成果と今後の課題

①　交流

各郷土会との連携協力及び同窓･同期会の活用状況

2 定住

住宅施策の現況と課題

２　安全安心の住環境整備～市の住宅施策の統一・体系化に向けて～

⑴　本年度住環境整備事業のＰＤＣＡについて報告せよ

①　持ち家世帯と借家等世帯の割合、公的支援へのニーズは把握しているか

②　安心安全のための施策として道路整備、とりわけ救急車･在宅サービス車の乗入れ困難世帯について把握、対応しているか

③　衛生･快適さ･環境浄化のための下水道整備の状況と問題点

⑵　公営住宅の状況について

①　市営住宅の意義と今後の方針について

公営住宅整備に当たっての方針･考え方（集中･地域別適正配置、全戸数に占める割合等）

ｱ)　各住宅別戸数と入居･空き家の状況

ｲ)　各住宅の使用料と支払状況

ｳ)　使用料の設定基準と当該地域での民間借家等家賃との比較

ｴ)　旧市町村別住宅戸数とその全戸数に占める割合

ｵ)　所得基準を超えた入居世帯数とその対応及び入居条件を満たさなくなった入居世帯数

ｶ)　今後の建設（建替えも含む）と廃止･売却計画

病院周辺に頻回通院者･老人･障害者用の住宅整備をする考えがあるか。あるいは、冬季間用の滞在施設、長期又は社会的入院者を通院させる器（居室）の提供

②　県公社住宅の目的と利用状況について

本市が受託していることのメリット･デメリットは

ｱ)　各住宅別戸数と入居･空き家の状況

ｲ)　支出（賃借料）と収入（使用料）の状況
	田中文夫

	７
	ｳ)　今後の事業計画

③　その他

ｱ)　Ｕ＆Ｉターン者への住宅施策の状況

ｲ)　医師･自衛官･教師･国県公務員への対応状況

ｳ)　本市職員の住宅手当の状況（持ち家と借家等の別と支給額の根拠）
ｴ)　住宅に供する市有土地･建物の遊休･売却･貸与の状況

３　小中学校統廃合計画の積極的実施について
○　９月一般質問時、提案した積極策についての検討結果について、来年度実施の予定はあるか

①　統廃合計画エリア内での校区撤廃（前倒し）

②　校舎を現状維持したままでの合併吸収（本校―分校）

③　体育･クラブ活動等の合同化(計画等の周知の取組み)

地域･保護者･就学前児童を持つ世帯への説明会や文書配布がなされているか
	田中文夫

	８
	１　政労使が合意したワークライフバランス憲章と行動指針への対応について

⑴　市民や企業理解を求める対策

⑵　自治体の役割としての社会的基盤整備の取組みについて、保育や学童保育等の子育て支援充実、介護施設待機者対策等をどのように考えているか
⑶　雇用と労働環境の改善について佐渡市の実態は
２　地域公共交通活性化再生事業について（陸上交通）

⑴　島内路線バスの効果的運行と活用

⑵　新サービスの全島的拡大と付添人配置検討を

⑶　路線バスのない交通空白地域対策について、運営主体、手法及び経費負担等をどのように考えているか
３　合併から５年、地域の声

⑴　地域審議会（失望と疑問）
⑵　合併特例債事業
⑶　行政の効率化と市民サービス
	小田純一

	９
	◎　佐渡市の重要課題について
市長、副市長の政策遂行力と幹部職員の気迫の欠落が行政の活力を殺いでいることに危機感をもって
⑴　どうする佐渡の医療について

①　全国的な医療の実態と佐渡市の認識について
②　厚生連の実態と今後の医療について

③　佐渡病院建築と補助金の支出及び両津･相川病院の今後について

④　両津病院の健全経営は全く心配ない。今までの市長の姿勢（管理者）と関係機関の無気力及び他力本願経営では企業として成り立たない

⑵　佐渡の巨大杉対策はスピードある対応が求められているとの認識について
①　保護と公開に徹底した方針を貫け

②　計画立案等担当の人選を含めて検討すべき
⑶　地域再生事業（アルコール燃料米）について
	加賀博昭

	９
	①　佐渡市の名誉と企画力が試される事業としての認識があるのか

②　ＢＤＦ事業に見られる途中放棄は企画性の欠如と地域再生事業の認識不足

⑷　佐渡空港問題について

①　佐渡―羽田便開設の検討委員会と佐渡の対応について

②　検討委員会の検討と佐渡からの提案について

⑸　昨今の景気低迷と市長の認識について

①　賃金の遅配、欠配が出てきたことを知っているか

②　市民のくらしと営業を守る緊急対策を考えているか

③　先の臨時市議会の燃油補助に関する「意見」について、別の方策をもって対処するとの答弁であるが、どのように対応するのか
	加賀博昭

	10
	１　佐渡を訪れる観光客のニーズが多様化しているとはいえ、まだまだ佐渡おけさをはじめとする郷土民謡に対する人気は根強いものがあり、観光資源としてばかりではなく、後世に継承すべき伝統文化と考える。市長の考えを問う

⑴　後継者不足等でその伝承や活動に行き詰まり、伝統ある団体が解散に追い込まれている。観光の第一線に立っているこれら民謡団体等に具体的な支援、育成策を考えているか、その見解を問う

⑵　島の活性化を計り郷土民謡振興の一助になればと長年にわたり開催されてきた民謡イベント（各全国大会等）について、来年度の市補助金が、事前協議においてゼロと示されたとのこと。新しいプランによる代替案はあるのか。あるとすれば、今までの主催各団体及び関係者からその協力が得られるのか

２　新佐渡両津港周辺にぎわい再生事業について、進捗状況及び具体的計画を問う

⑴　北埠頭計画について

・　建築物（ただ箱物を作るのではなく）のプランに郷土博物館の北埠頭移転をという市民の声も多い。市長の考えを問う

⑵　加茂湖計画について

・　「加茂湖夷地域市単独用地利用計画策定業務報告」は具体化が可能か
⑶　アクセス及びバイパスについて

・　市民に示された当初計画（両津支所横より加茂湖に橋を架ける）が予算の関係等で大幅変更を余儀なくされ事実上白紙になったと聞くが、市民に早く公表説明すべきではないか

３　学校施設の安全管理について問う

⑴　両津小学校グラウンドに設置されているバックネットの老朽化が激しく、鉄骨アングル等の腐食が目立っている。また、体育館脇の集水枡の鉄製蓋の腐食も目につく。事故の起きないうちに早急に対策を立て、処理すべきではないか

⑵　現場（学校側）から執行部に当該状況について報告しているのか

４　逼迫する自主財源の一助に佐渡市が使用する封筒類に企業広告を募集し印刷掲載して少額でも収益を上げてはどうか。市長の考えを問う
	松本正勝

	11
	１　政治姿勢について

○　総選挙を前にして小泉構造改革への批判が上げられているが、どのように考えるか。また、実施しようとしている定額給付金についての市長の見解を問う

２　市民の医療を受ける権利について

⑴　10月30日の厚労省調査で明らかになった国保税の滞納で、無保険状態に置かれている中学生以下の子どもの数は県内でも上位だが、このことに対する対応等の状況及び今後の方針

⑵　国民健康保険制度とは、そもそもどのような制度なのか

①　低所得者層が多い国保にあって、保険税負担が重すぎるのではないか

②　国保加入者の職業構成（農林水産業、自営業、被用者、無職、その他）や所得階層割合、60歳以上の加入世帯割合はどのようになっているか

③　夫婦（給与月収15万円、18万円）で子ども２人世帯の場合、国保税額は

④　保険料を払えない市民は加入できないものか

⑶　税滞納世帯に対する資格証明書発行は、どのような手続きで行うか

・　滞納者に対する資格証明書及び短期証の発行状況は、被保険世帯数に対して何人で何割か

⑷　深刻な経済状況等の下、税の申請免除（国保法第77条）と一部負担金減免（国保法第44条）をルール化する必要があるのではないか

⑸　後期高齢者医療制度により、高齢者も滞納に伴い保険証を返還させることができるようになったが、滞納状況と返還状況はどのようになっているか

３　消防力の充実について

⑴　来年度、消防本部完成やデジタル無線整備に伴い消防体制はどのように強化されるのか

⑵　「消防圏域15分、救急医療圏域30分以内」としているが、消防での「署所担当面積（エリア）」は基準に合っているのか（もれる地域は）

⑶　出張所などの最低勤務人員３名の場合の消防ポンプ車出動人員は何名となるのか

⑷　Ｈ19年198人、20年188人、21年181人（見込み）と人員は減少しているが、消防力を考えた取組みがなされているのか

４　市営湊第２駐車場について

○　19年度に整備した暫定駐車場は、整備以降、活用･利用状況が低い一方、おんでこドームなどの駐車場の活用が多くなっている。この駐車場をより活用できるように、料金値下げなどの検討が必要ではないか
	中川直美

	12
	１　地域力の構築に向けて

⑴　「地域力」は1995年、阪神･淡路大震災をきっかけに生まれた言葉で、市民やボランティアを含めた「総合的な地域の力」が必要と確認された。総務省は地域力創造会議を設置し取組みを始めたが、「地域力」について考え方を問う
	本間千佳子

	12
	⑵　女性の力を発揮できる社会づくりについて政策を問う
⑶　佐渡市女性団体連絡協議会主催の「女性のつどい」の感想と来年、佐渡で開催される新潟県婦人連盟大会の支援について問う

⑷　定額給付金に対する考えと取組みを問い、佐渡市緊急経済対策事業（プレミアム商品券発行）の趣旨を問う
２　道の駅、海の駅の取組みについて
⑴　吾潟の「佐渡能楽の里」が営業休止との報道があった。観光施設であり道の駅にもなっている。今後の運営を問う

⑵　佐渡には「さどおぎ海の駅」がある。全国では116件の海の駅の登録があるが、増設の考えを問う

３　河川清掃、河川堤の改修について
⑴　新穂、佐和田など各地から河川の清掃について要望を受けるが取組みを問う

⑵　河川堤・道路改修の計画を問う
	本間千佳子

	13
	１　先般11月19日開催臨時市議会の地域活性化･緊急安心実現総合対策にもう一工夫を
⑴　商工振興事業、プレミアム商品券発行について

⑵　資金貸付事業における信用保証料補給金と各金融機関の貸付実態について

２　総額約２億900万円（19年度実績）補助金支出の路線バスについて早急に対策が必要と考える

⑴　一事業者の独占体質では改革がほとんどなされていない現状である。ＮＰＯや民間等の路線参入について検討が必要と考えるが

⑵　12月１日から実施の両津地区福祉バス社会実験の現状分析は

⑶　相川病院患者輸送バスの現況と今後の対応について（公立病院改革プランに関連する問題である）

３　佐渡観光について

⑴　来年度重点施策について

⑵　重点施策やイベント予算の策定手順について

４　佐渡市の職員体質について
	廣瀬　擁

	14
	１　離島佐渡における交通対策について
⑴　新佐渡空港と空路開設について
⑵　佐渡航路について
⑶　佐渡島内交通について
⑷　佐渡島外の主要駅、港、空港への交通確保対策について
２　観光地佐渡のグランドデザインについて
○　佐渡観光の奥座敷、相川のグランドデザインについて
３　佐渡市所有又はそれに準ずる施設の利活用について

⑴　佐渡市所有の施設、財産の処分について

⑵　佐渡市内に存在する公的施設のあり方について
４　地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業について
	大桃一浩

	14
	５　第一次産業の就業（経営）改善について
○　漁業船の省エネルギー対策について

６　佐渡金銀山世界文化遺産暫定リスト登録後の対応について
	大桃一浩

	15
	１　合併への認識とその後の問題について

⑴　合併後の佐渡の現状を検証し、最近言われている総務省の合併見直し方針をどのように捉えるか

⑵　支所･出張所の廃止については、これらがなくなると行政サービスがどのように変わるかを説明し、住民合意が必要と考える。今後どのように対応するか

２　議会と本庁機能の一本化について

○　議会と本庁機能の一本化を言うのであれば、本庁舎建設に伴う費用及び行政の混乱を考えると、議会機能を持つ佐和田へ本庁舎を移動することが妥当と考えるがどうか

３　医療問題について

⑴　地域医療のあり方と関連して市立病院の現状と今後について問う

⑵　厚生連佐渡総合病院の改築に対する財政支援要請への市の対応について問う

⑶　後期高齢者医療制度の問題点について問う

４　緊急経済事態における雇用と労働条件の改善について

⑴　島内の雇用実態について問う

⑵　退職金支給等の労働実態を問う

５　火葬場への市の霊柩車両配車の廃止について

○　配車廃止の考え方と今後の対策を問う
	小杉邦男

	16
	１　佐渡市緊急経済対策事業（プレミアム商品券発行）について
２　指定管理について

⑴　両津デイサービスセンターかんぞうの指定管理料について

⑵　いこいの村佐渡の今後について

３　佐渡市肉用牛特別導入事業について

○　特定地域専用契約書について

４　佐渡市陸上競技場について

○　現時点での状況と今後の計画について
	中川隆一

	17
	１　合併後の佐渡市の現状と今後
○　合併の是非（結果）と新市建設計画の進捗状況等

２　行財政改革
○　行政改革課、保育園、学校給食等のあり方
３　平成19年度決算における課題

○　肉用牛特別事業、補助金交付等

４　経済対策（景気浮揚策）

○　観光振興・燃油高騰対策等

５　農業振興

○　市長（甲斐副市長）の目指す日本農業と佐渡農業の将来像等
	近藤和義
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